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平成 20年度 SGST第５回定期研究会 議事録 
 
日時 ：平成 20年 12月 17日(水) 16：00～17：30 
場所 ：愛知工業大学 本山キャンパス ２階 多目的室A，B  
出席者：久保，小塩，平岩（名城），青木（愛工大），山田，北根，石川（名大），小川（中日本H），
森谷（海洋架橋），中野，徳田（愛知県），安藤（富士Ｅ），坂井田（坂井田事務所），原田（創建），

藤澤（新三重），山本（サクラダ），織田，尾関，中川，坂野（瀧上），古田土（トピー），山田，

神頭，水野（日車） 
24名(敬称略)   

 
定期研究会（小塩研究会担当幹事） 

講演題目 ｢接着概論と接着事例，き裂検出材の概要｣ 
講演者 株式会社スリーボンド 研究開発本部 開発部 工材開発課 藤澤恒俊 
講演内容 
講演は，「接着概論と接着事例」，「き裂検出材の概要」と主に 2部構成により行われた． 
・接着概論と接着事例について 
 普段あまりなじみのない接着概論について説明をして頂いた．講演内容としては，接着とはな

にか，接着のメカニズム，応力のかかり方と接着力の測定方法，接着性の劣化因子，接着材の選

定などであった．最新の接着剤では鉄以外の素材(ポリアセタール，PE，PFなど)では母材の強度
以上の強い接着力を期待できるとのことであった．今後，鉄でも強力な接着力を発揮でき，さら

に，経年変化での接着不良という問題点を解決できれば，現場継手に，高力ボルト接合，現場溶

接以外の選択肢が増えるのではないだろうか． 
・き裂検出材の概要について 
 高度成長期に建設された鋼橋が老朽化し，疲労き裂の発生を迅速に発見することの重要性が非

常に高まっている．スリーボンドが開発し商品化に成功した疲労き裂を発生と同時に検知するこ

とが可能な”き裂検出材”について今回ご紹介して頂いた． 
この塗料は，着色剤(赤，黒)を内包させたマイクロカプセル入りの塗料を疲労のかかる構造物、
建築物のき裂が発生しやすい金属の溶接部などにあらかじめ塗布、硬化させておくことで，実際

に疲労き裂が発生したとき、塗膜と共にマイクロカプセルが割れ着色剤が染み出てくることによ

り、目視で簡便に疲労き裂の発生を確認可能にする画期的な塗料である．塗装方法は基本的には

マイクロカプセル入りの塗料を塗るだけであり簡便である．実績としては，橋梁，船舶，クレー

ンなど幅広い分野であるが，一般普及まではしていないのが現状である．ここで，き裂検出材の

問題点として，溶剤の種類を選ぶこと(エポキシ樹脂系溶剤以外では塗装の侵食が発生)，必ずし
も発色発生箇所が疲労き裂の発生箇所であると保証できないこと(誤作動あり)，防食性能は比較
的高いと思われるがその詳細な実験及び検証はあまりなされていないこと，安定需要が見込める

ライン商品でないということなどが挙げられる．これら問題点が普及の障害となっている理由と

して考えられるが，これら問題点を一つ一つ解決していけば，一般的な塗料と同じように使用で

き，さらに，疲労き裂を検出することができる高付加価値がある塗料として自ずと幅広く使用さ

れるようになるのではと思う．今後に期待したい． 
 

以上// 
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